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 ［年表］ ASTT（東京都による芸術文化を活用した被災地支援事業） 
   をめぐる釜石・大槌との10年の歩み 

03
ごあいさつ ─ かまいしこども園の活動紹介と、子ど

もたちへの遊びのきっかけを盛り込んだフリーペーパー「ほ

やほや通信」第3号をお届けします。今号では、「ぐるぐる

ミックス in釜石」の現場をサポートいただいている@リアス

NPOサポートセンターや釜石市民ホール TETTOの自主事

業担当者をはじめとして、東日本大震災後の芸術文化を活用

した支援事業をきっかけに生まれた、こども園と地域の人々

のつながりを振り返ります。



─ まずは@リアスNPOサポートセン

ターの川原さんと釜石市民ホールの阿部さ

んに、かまいしこども園やぐるぐるミックス

との関わりをお聞かせください。

川原　　2011年の7月に釜石と大槌にい

らしたアーツカウンシル東京の方たちと釜

石市役所を介して知りあい、ASTT（東京都

による芸術文化を活用した被災地支援事業）を

ご一緒することになりました。当初は私も忙

しくて、初年度は年度末に大槌町の中央公

民館で開催したシンポジウムに行って、そ

こできむらとしろうじんじんさんと熊倉先

生とお茶を飲んだ記憶があります。翌年か

らじんじんさんが大槌と釜石でやった「野

点」［*1］を手伝いながら、4年目にアーツカ

ウンシル東京の森司さんから、じんじんさ

んが関わっている「ぐるぐるミックス」とい

うこども創作教室を谷中のおかっての皆さ

んが東京でやっていて、熊倉先生もその立

ち上げに関わっているという話をうかがい

ました。それをかまいしこども園でもできな

いかなと相談させていただき、2016年度

からASTTの一環として「ぐるぐるミックス

in釜石」を行うようになりました。

阿部　　私は釜石市民ホールTETTOの市

民ホール事業部で、自主事業関連の企画

運営を担当しています。じんじんさんの「野

点」とは、2012年に大槌でボランティアス

タッフとして参加してからのおつき合いで、

前職は大槌のわらび学園という障がい者

就労継続支援B型の施設で働いていたん

ですが、そこでも2013年に「野点」を開催

し、熊倉先生にもいらしていただきました。

「ぐるぐるミックス」は、2017年10月にボ

ランティアスタッフとしてかまいしこども園

に行ったのが最初の体験です。TETTOは

その年の12月にオープンで、まだ私も採

用面接を受けたばかりだったんですが、子

どもたちのさまざまな表情を見て、「これ

は絶対にTETTOでもやりたい！」とすぐに

思いました。そこから皆さんにご協力いた

だいて、2019年1月にTETTOの主催事

業として「ぐるぐるミックスin TETTO」［*2］

を開催しました。

─ 川原さんと上野さんは、「野点」や

「ぐるぐるミックス」の現場をサポートしな

がらどんなことを感じていますか？

川原　　最初に「野点」をやる時は、芸術

云々ではなく単なるイベントとして考えてい

たので、じんじんさんは効率が悪いなとか

文句を言いながら手伝っていたんですけど

（笑）、だんだん回を重ねるうちに、準備や

片づけの時間も作品の一部というか、この

作業や協働の時間が大切なんだと気づくよ

うになりました。

上野　　私は、2年目の釜石での「野点」

に参加したのが最初で、その時がすごく心

地よくて、一気にハマっていきました。こど

も園での「ぐるぐるミックス」も、最初は「こ

れはどうなるかな？」と不安に思うこともあ

りましたが、今は子どもたちもすごくのびの

びしてるし、それを見るのが毎回楽しくて、

こども園に行くのが楽しみになっています。

渡邉　　育恵さんは、「ぐるぐるミックス」

では、最初は活動中のサポートをしてくだ

さるところから、今はプログラムを実施す

るまでのプロセスで園の先生と私たちとを

つないでくださったり、先生方の相談役に

もなったりと、いろんな役割を担ってくだ

さっていますよね。

上野　　関わる中で、先生たちの変化も見

ていますし、子どもたちも「ぐるぐるミック

ス」の時は限定解除されてリフレッシュして

る様子も見ているので、すごく良い活動だ

なと思いますし、自分も成長させてもらっ

ているなと感じています。

川原　　「ぐるぐるミックス」をTETTOで

やった時は、子どもよりスタッフの人数の

方が多い現場で、ボランティアスタッフの

方たちがきちっと自分の役割を理解して、

楽しそうに活動していたのが印象的でし

た。今はそういうことも含めて芸術なんだ

なと感じるようになりましたし、みんなが楽

しそうにしている姿を見るのが、裏方をやっ

ていて一番嬉しいです。

─ 阿部さんにうかがいますが、TETTO

という公共施設にとって文化事業が担う役

割とは何でしょうか？

阿部　　市民の皆さんの心を豊かにして、

地域全体を暖める役目なのかなと思って

います。毎回お客様のアンケートを見ると、

間違いなく文化や芸術が心を豊かにしてい

るんだということを強く実感します。今はク

ラシックコンサートなど音楽の企画が多い

ですが、さまざまなジャンルの自主事業と、

市民の方々に寄り添った貸館事業を通し

て、より多くの人に文化に触れる機会を与

え、心で感じて、体に染み込んでいくよう

な場が提供できればと思っています。参加

する人たちが、いつの間にか文化に興味を

持って、気づいたら担い手になっていたり、

ギャラリーやホールで発表する側の人間に

なっていたら嬉しいです。

渡邉　　そういう意味では、美香子さん

自身が、「野点」との出会いから担い手に

なった1人ですよね？

阿部　　そうなんですよね。2012年から

関わっていたら、知らない間にこっち側に

なってたんです（笑）。

─ 「ぐるぐるミックス」をTETTOで開

催することにはどういう意図があったので

しょうか。

阿部　　TETTOで子どもたちの笑顔が見

たかったからです。それと、「ぐるぐるミック

ス」を通して、身近な大人以外の多様な人

たちに出会って経験を広げることで、子ど

もたちにとって今後の選択肢が増えるきっ

かけになるといいなと思いました。最初にぐ

るぐるミックスのボランティアに行って感じ

たのは、「ここには間違いというものはない

んだな、子どもたちがやっていること全部

が正解なんだ。すべてが受け入れられる社

会だ」ということです。うまく言葉にするの

は難しいんですけど……、とにかく心に感じ

るんですよ。それを体験して欲しいなと。

渡邉　　TETTOの「ぐるぐるミックス」で

は、全館を使用させてもらって、ぐるぐる

ミックス史上一番規模の大きい贅沢な回に

なりました。TETTOのプロの照明さんや舞

台のスタッフのみなさんにも協力していた

だき、@リアスの川原さんや育恵さん、「野

点」で出会った方々、こども園の先生たち

もスタッフとして参加してくれました。「ぐ

るぐるミックス」を体験したことのある、こ

ども園の卒園生が参加してくれたのも嬉し

かったです。

熊倉　　携われている皆さんにとって、「ぐ

るぐるミックス」とはどういう場所なんで

しょうか。

園長　　毎回、「ぐるぐるミックス」はテー

マがある中でプログラムを行うんですけど、

子どもたち一人ひとりの取り組み方、遊び

方はまったく違うんですよね。普通は、なか

なかそこに入りこめない子とか、最初はや

りたくないっていう子もいるんですけど、時

間が経つにつれて、そういう子たちも不思

議と遊びの中に入っていく。そういう姿を、

すごく感動に近い思いで、私も担任の先生

たちも見ていますし、そこが「ぐるぐるミッ

クス」らしい良いところだと思います。

熊倉　　特に日本の子どもは、大人の顔色

をうかがうのが上手ですよね。アーティスト

が働きかけることで、ちょっと大人の存在

を忘れて、本能的に自由になったりすると、

無意識のうちに抑圧されているものが取れ

たりして、子どもなりに視界が開けたり、違

うものが見えてくれたりするといいなと思

います。

園長　　子どもはもちろんですけど、5年

間継続してきたことが良かったのは、先生

たちがだんだん慣れていって、テーマがあ

る中でも自由にやっていいんだと、先生た

ちも気がついてきたことですね。

渡邉　　この2年ぐらいで現場の先生方

の反応がすごく変化しているのを、私たち

も感じています。最初は講師のじんじんさ

んや大西から提案されたプログラムを一緒

にやってみることからスタートしたんですけ

ど、今は先生方が自分たちでプログラムを

考えて、自分たちでぐるぐるの現場も、ファ

シリテーターもやってみるようになってき

ていて、「このプログラムはこういう意図で

やりたい」とか「こういうふうに遊びの魅力

を手渡したいんだ」という意図が、はっきり

と先生たちにあるのが感じられます。子ど

もたちがどんな反応や受け止め方をするの

かは、日頃から子どもたちに接している先

生方にしかわからないところがありますし、

こちらも教わる部分もあって、相互のやり

取りも充実してきているなと思います。

熊倉　　継続してやっていけば受け取って

いただけるのではないかということは信じ

てはいたのですが、思ったより時間がかか

らず手渡すことができたようで、その様子

が聞けて嬉しいです。

阿部　　熊倉先生にアドバイスいただきた

いのですが、もっとたくさんの人を巻き込

むにはどうしたら良いでしょうか？

熊倉　　面的に一気に広げることを考えな

いで、焦らずに、1人ずつ点と点をつないで

いってくれると嬉しいなと思います。どうし

ても効率が重視されたり、キャッチーなエ

ンターテインメントに目が行きがちですけ

ど、こういう活動を面白がってくれる、オル

タナティヴな価値に敏感な人たちを一生

懸命探して欲しいです。時間がかかるかも

しれないけど、そのほうが結果としては良

いんじゃないかなと思います。

渡邉　　美香子さんが今取り組んでいる自

主事業も、丁寧に関係をつくろうとされて

いますよね。

阿部　　はい。地域の隠れている作家さん

やアーティストを探して、その方の作品展

示とワークショップを開催する、年4回の

リレー形式の企画を始めたところです。地

域の魅力となる人を活かす場、紹介する場

を設けることで、市民との関係が発展して

いけばいいなと考えています。

熊倉　　いいですね。大きなホールを埋

めるような既存の催しを提供するだけでな

く、そういった小さな新しい価値を私たち

皆で作っていこうという場が、公共施設に

は絶対に必要だと思うので、ぜひ頑張って

欲しいです。

渡邉　　今度は、TETTOで美香子さんが

発掘した作家さんとこども園がつながった

り、地域での循環みたいなものが生まれる

といいですね。

園長　　そうですね。私自身も、かまいし

こども園が地域の中でもっと何かできない

かなと日頃から思っているので、先生たち

がTETTOで一緒に活動できたのはすごく

いいきっかけだったと思います。新型コロ

ナが落ちついたらまたそういう活動ができ

たらいいなと、今日の阿部さんのお話を聞

きながら想像を膨らませていました。ぜひ

何かご一緒しましょう。

阿部　　よろしくお願いします。来年度は

「ぐるぐるミックス」もTETTOでやる予定

ですので、いろいろご相談させてください。

川原　　震災から10年経って今年度で

ASTTの事業としては終了しますが、来年

度からはTETTOで引き取ってくれる部分

もあり、単なる支援プログラムで終わらな

かったのが嬉しいです。それもやっぱり10

年間継続して関係を育んできたからできた

ことだと思いますし、ご縁をつくっていた

だいた熊倉先生に改めてお礼を言いたい

です。

熊倉　　こちらこそ大変な状況の中で、分

かりにくい取り組みに10年もおつき合い

いただいてありがとうございました。ぜひこ

れからも懲りずに、仲間として一緒に活動

できたと思っていますので、釜石にまた呼

んでくださいね。

2011年秋の出会いから始まった 

10年かけてつないだバトン

現場の内と外をつなぐ役割 TETTOという文化支援の拠点 

2021年2月24日 収録　　聞き手・構成：小林英治

点と点がつないだ縁
～10年の軌跡を振り返る～

座談会 

NPO法人
@リアスNPOサポートセンター
2003年、商店街活性化の一環として岩手
県釜石市にて設立。自分たちの手で地域
が抱える問題を解決するために、住民、行
政、地元企業、NPOなどが連携するプラッ
トフォームづくりをサポートしている。震災
以降の復興のプロセスを住民自ら記録に
残すプロジェクト「復興カメラ」や、地域の
復興住宅の巡回見守りも行うほか、東京都
と公益財団法人東京都歴史文化財団 アー
ツカウンシル東京と共催するArt Support 

Tohoku-Tokyo［東京都による芸術文化を
活用した被災地支援事業］（ASTT）のプロ
ジェクトをサポート。

釜石市民ホール TETTO
東日本大震災で被災した釜石市民文化会
館に代わる施設として建設された公共施
設。市民の福祉の増進と文化の向上を図る

ため、にぎわい創出と文化芸術に関する活
動を行う市民文化の総合支援拠点として、
2017年12月にオープン。愛称のTETTO
（テット）は、釜石と鉄の深いつながりを表す
「鉄都」と、イタリア語で「屋根」を意味する
「tetto」が語源となっている。

熊倉純子（くまくら・すみこ）
東京藝術大学大学院国際芸術創造研究科
教授。パリ第十大学・パリ第一大学留学後、
慶応義塾大学大学院文学研究科修士課程
哲学専攻修了。企業メセナ協議会を経て、
2002年より東京藝術大学音楽学部助教
授、2016年より現職。アートマネジメント
の専門人材を育成し、「取手アートプロジェ
クト」（茨城県取手市）、「アートアクセスあだ
ち 音まち千住の縁」（東京都足立区）など、地
域型アートプロジェクトに学生たちと携わり
ながら、芸術と市民社会の関係を模索し、
文化政策を提案している。ASTT事業として

は、2011年11月に「ひょっこりひょうたん
塾」のゲストとして大槌を訪問。翌年は同事
業におけるフィールドワーク演習のコーディ
ネーターを務め、きむらとしろうじんじんを
招聘。「野点」の実施運営を通じてまちづく
り人材の育成プログラムに取り組んだ。

一般社団法人 谷中のおかって
東京藝術大学音楽学部音楽環境創造科熊
倉純子研究室（2008年当時）のゼミの一環
として実践した、芸術表現を通した地域社
会へのアプローチの取組みを経て、2010年
に設立。東京都台東区谷中地域を拠点に、
各地でアートイベントの企画・運営・サポー
トを行う。2012年度よりASTT事業として
きむらとしろうじんじんの「野点」の企画・
運営をコーディネートし、2016年度より同
事業としてかまいしこども園で実施する「ぐ
るぐるミックス in釜石」の企画・運営をコー
ディネートしている。

*1 アーティストのきむらとしろうじんじんが
1995年より行っている、その土地の、
その日そのときの風景の中でお茶を楽し
むことができる移動式陶芸お抹茶屋台。
各地の「路上」で開催場所を探すところ
から始まる具体的な人との出会いとやり
とりの積み重ねが、一期一会の場と風景
を生みだす。

* 2 オリジナルの紙芝居を導入に、まだ誰
も知らない謎の生き物「TETTON（テッ

トン）」を想像して、巨大な紙とテープを
使って制作するプログラム「TETTON
（テットン）たちがやってくる」を実施。大
きさも形も違う様々なテットンが誕生し
た後、子どもたちはTETTOの館内のお
気に入りの場所を見つけて自分のテット
ンを展示し、館内を巡りながらみんなの
作ったテットンを見たり、自分の作った
テットンを紹介しながら楽しんだ。

川原康信さん・上野育恵さん
（NPO法人@リアスNPOサポートセンター）
 ×
阿部美香子さん
（釜石市民ホール TETTO）
 ×
藤原けいと園長
（かまいしこども園）
 ×
熊倉純子教授
（東京藝術大学教授）
 ×
渡邉梨恵子さん
（一般社団法人 谷中のおかって）

子どもたちがTETTO館内に展示した「テットン」
を紹介するツアーの様子

大ホールの舞台で思い思いの「テットン」を作る
子どもたち（2019年1月14日）

釜石市大町青葉通りで行った野点（2013年10月

6日） © Ayaka Umeda © Miho Kakuta

2011年から続くASTTと釜石・大槌の人 と々の関わりについては
最終ページ掲載の年表もご参照ください

オンラインで一堂に会した参加者の皆さん

藤原けいと 熊倉純子

川原康信 上野育恵阿部美香子

渡邉梨恵子

前号で紹介した「ぐるぐるミックスin釜石」は、2019年に、
こども園を飛び出して、釜石市民ホール TETTOでも開催
されました。こうした地域連携の文化プログラムは、東日
本大震災後に生まれたさまざまな縁がつながって実現した
活動です。その10年間の軌跡について、NPO法人@リア
スNPOサポートセンターの川原康信さんと上野育恵さん、
釜石市民ホールの阿部美香子さんを中心に、谷中のおかっ
ての渡邉梨恵子さん、藤原けいと園長、そして各地で文化
政策の提案を行っている東京藝術大学の熊倉純子教授も
交えて、オンラインでの座談会を行っていただきました。

© Miho Kakuta
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かまいしこども園のうた 
作詞・平成26年度 在園児保護者 
作曲・山陰義史 

東日本大震災で被災した旧釜石保育園は、仮園

舎での4年間の運営を経て、平成27年（2015）

4月に現在の地で、かまいしこども園として新た

なスタートを切ることになりました。そのさいに、

在園児の保護者の皆さまから、新しい園歌に取り

入れたい「未来の子どもたちに送るメッセージを

込めたフレーズ」を募集しました。そして、「輝く」

「未来」「希望」「虹」「笑顔」「元気」「友だち」

「うた声」「やさしさ」「ありがとう」など、寄せら

れたたくさんの言葉を組み合わせて歌詞が作ら

れました。作曲をしたのは、釜石在住の音楽家で

旧釜石保育園の卒園児でもある山陰義史さんで

す。そのエピソードを知った大西健太郎（「ぐるぐ

るミックス in釜石」講師）が、かまいしこども園の歌

を聴きながら、東京・谷中から子どもたちに向け

てパフォーマンスを贈ります。

かまいしこども園のうた
の誕生のヒミツ

　「かまいしこども園のうた」は、2014年度在園児保

護者の方 と々園の先生方との合作だ。当時のお便りを見

せてもらった。そこには、“未来の子どもたちに贈るメッ

セージを込めたフレーズ”を募りたいという園長先生か

らの文章と、保護者の方々の手書きの「語（ご）」が書か

れていた。

　そういえば、「語（ご）」は「かたり」とも読める。岩手

のかたりと言えば、遠野の語り部が思い浮かぶ。初めて

耳にした時、冒頭の「むかしあったずもな」と締めの「ど

んどはれ」を聞き取るのが精一杯で、肝心のお話はほと

んどが未知の言語に聞こえた。それでも、「部屋の描写」

「子どもの声」「暗闇のシーン」など、言葉の意味は分か

らなくても想像できるところがあった。時空を飛び越え

た昔のことを話しているのに、何故か「いま、それを見て

いる」気分にさせる。言葉が分からなくても、何かを想

像させる力があった。

　かまいしこども園のお便りに綴られた語（ご）を目にし

た時、遠野の語り部と通じるものがあった。お会いした

こともない方なのに、その人の文字の形、筆圧や線の流

れを見ていると、時空を越えたところから心に何かが届

いた。

　この歌は、先生方からのお便りにもあったように「未

来の子どもたちに」向けて歌われている。未来の…とい

うのは、卒園児たちが大人になった時のことか？　もし

くは、園にかかわらず、時を越えてこの歌を耳にした・口

ずさんだ人たちのことなのかもしれない。

　私は「みらい＝（未だ来ていないとき）」から届いた歌声

に応答したいと思った。「いま、ここ」にはいない誰かに

向けて。「会えない」誰かに向けて。遠く離れたところに

いる誰かに向けて。

2021年3月　大西健太郎

1 きらきらの　みらいかがやく　なないろにじの　かけはし 
 にこにこの　えがおがさく　ららら　きぼうのうたごえ 
 あおぞらをこころに　おおぞらをこころに 
 ラララ　ハッピー　スマイル 

2 なかよしの　ことりがあそぶ　あかるいおひさまのひかり 
 おともだちと　てをつなごう　ららら　やさしさのきずな 
 あおぞらをこころに　おおぞらをこころに 
 ラララ　ハッピー　スマイル 

3 げんきな　たのしいゆめ　ありがとうのたねをまこう 
 かもめも　とぶよとぶよ　ららら　つよくすこやかに 
 あおぞらをこころに　おおぞらをこころに 
 ラララ　ハッピー　スマイル 
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りんめい

看護師、調理師、食生活アドバイザー。
こども園の「ぐるぐるミックス」や屋外
行事などでもお手伝いをしています。
FMねまらいんにて毎週木曜18:10か
ら「りんめいのわっぱがクッキング」
を放送中。

ミックスフルーツサンド

【材料】 サンドイッチ用のパン4枚
 ホイップクリーム1本
 マヨネーズ大さじ1

お好みの果物
ミックスフルーツの缶詰　

【つくり方】
① パンにマヨネーズを薄く塗ります。
② ホイップクリームを1cmくらいの厚さに塗ります。
③ 断面を考えて、果物を並べます。
④ クリームを塗ったパンで挟んで、ラップで包みます。
⑤ 冷蔵庫で30分休ませてクリームを落ち着かせます。
⑥ ラップをはがしてパンを半分に切り、断面が見えるようにお皿に並べます。
 包丁を温めて切るときれいに切れます。

りんめいさんのりんめいさんのミックスクッキングミックスクッキング
──親子で協力してつくってみよう親子で協力してつくってみよう──

　0歳児でもこんなにできるんだ。こんな風にできるんだ。楽しい発見がたくさんありま

す。0歳児は、もちろん自分で制作の道具を準備できるわけではありません。そこには大

人の介在が必要です。でも、「こうしてほしい」と思っていても、その通りにならないのが

0歳児。ちょっと描いてほしいのにどっひゃ～と、まさに殴り描き。なんなら紙からはみ出

したり……かと思うと隅っこにうっすらと、ん？と思うようなものがあったり。そんな感性

の赴くままにアート活動ができるなんてこの時期しかありません。表現物（絵と思われるも

の、オブジェと思われるものなど）をそのまま飾っても素敵ですし、少し手を加えて切り取っ

たり、好きな模様の好きな形に切った紙の上に置いてみたりしてみると、大人とのコラボ

制作になりますね。

　どんなものでもどんなことでも0歳児にとっては初めての（まだ数回目の）感覚ですね。

手に触れるもの、口に入れるものはもちろん、光、雨、雪などの天候に関する事柄や、お

家の方の歌や身振り手振りの表現一つひとつも小さい子どもにとっては素晴らしい芸術

表現なのでは？　そう考えるとお家にあるもののどれ一つとっても0歳児にとっては初め

ての大事な芸術活動になりますね。いやいや、0歳児でなくても、何歳になってもこれか

らの出来事や出会うもの全部が初めての経験、活動ですよね。皆さんもこれから、ちょっ

とでもアートを意識してみませんか？
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生活がアート！
～０歳児から学ぶこと～
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え
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古
水
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先
生

ミックスフルーツサンド（ドリンクセット）

子どもたちの応援団
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ん
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川原尚子（かわはら・なおこ）先生

 すいせん 

東 柚加里（あずま・
ゆかり）先生

『ジャッキーのしあ
わせ』

（ブロンズ新社）

絵：あだち なみ　　文：あい
はら ひろゆき

 すいせん 
西原未来（にしはら・みく）先生『スヌーピーのしあわせはあったかい子犬』（主婦の友社）
作・絵：チャールズ・M・シュルツ　訳：谷川俊太郎 33

作

：

藤
原
け
い
と（
ふ
じ
わ
ら
・
け
い
と
）
園
長

先生た
ち

Part 3

かまいし
こども園

の

スヌーピーは私のだいすきなキャラクターです。これは、そんなだいすきなキャラクターが描かれている絵本で、お気に入りの1冊です。絵本の中身としては、日ごろのちょっとした幸せエピソードが、いくつも書かれています。いろいろな登場人物が出てきて、見ていて楽しいですし、そのキャラクターの特徴がわかるような幸せエピソードも書かれていますので、ぜひ一度見ていただきたい作品です。

この絵本は、「ジャ
ッキー」というキャ

ラクターとの出会い

から、絵本がシリー
ズ（「くまのがっこう

」）であることを知

り、読みはじめました
。『ジャッキーのしあ

わせ』は、お母さ

ん牛のマオマオが、
ミルクちゃんを出産

するほっこりとする

お話です。絵もきれ
いで、文章も多すぎ

ず読みやすいので、

ぜひ手にとってみてく
ださい。

い
っ
し
ょ
に

バナナミルク

【材料】 バナナ1/2本、牛乳100cc 　

イチゴミルク

【材料】 イチゴ3個、砂糖小さじ1/2、牛乳100cc　

【つくり方】
バナナと牛乳をビニール袋に入れてつぶしながら混ぜます。
グラスに注いで出来上がり。

【つくり方】
イチゴと砂糖と牛乳をビニール袋に入れてつぶしながら混ぜます。
グラスに注いで出来上がり。

ほやほや通信03 6 7
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 2011 
「ひょっこりひょうたん塾」
説明会・キックオフミーティング／ASTT事業

11.5 - 6 大槌町中央公民館図書室
 大槌町の重要なシンボル「ひょっ

こりひょうたん島」を資源に、大槌
の文化的価値を最大化し、復興段
階における地域活性化や産業振
興とその担い手の育成を目的とし
た事業「ひょっこりひょうたん塾」
がASTT事業の一環としてスター
ト。熊倉純子先生がゲスト登壇。

じんじんさんが釜石来訪
12 .10 -11 @リアス川原さんときむらとしろ

うじんじんさんが出会う。アーツカ
ウンシル東京の森司さんと佐藤李
青さん、熊倉先生も同行し、川原
さんがまちを案内する。

 2012 
じんじんさんと谷中のおかってが大槌来訪
2 .16 -17 じんじんさん、森さん、佐藤さん、

熊倉先生と一緒に、谷中のおかっ
てが初めて大槌を訪れる。この年
から大槌での「野点」でお世話に
なる大念寺を初訪問。ひょうたん塾
の事務局メンバーとも初めて会う。

きむらとしろうじんじん「野点」／ASTT事業

9.27 常楽院（大槌町赤浜）
10.3 児童公園（大槌町桜木町）
10.7 大槌駅前広場（大槌町町方地区）
 この年は「ひょっこりひょうたん

塾」のフィールドワーク演習という
位置づけで「野点」を実施（熊倉
先生と谷中のおかってが演習をコー

ディネート）。「野点」開催場所を探
すお散歩会や準備、当日の運営
を塾生が行う。この時の塾生の1
人に阿部美香子さん（現釜石市民
ホール）がいた。川原さんは「野点」
当日にお客さんとして参加。

 2013 
きむらとしろうじんじん「野点」／ASTT事業

10.3 常楽院（大槌町赤浜）
10.6 青葉通り（釜石市大町）
10.9 わらび学園（大槌町小槌）
 この年から「野点」は、「きむらと

しろうじんじんの『野点』in 釜石・
大槌」という一つの事業として展
開。@リアスの上野さんが野点の
現場監督を務める。

 2014 
きむらとしろうじんじん「野点」／ASTT事業

9.28 みんなの家 かだって（釜石市只越
町）

10.5 大槌北小福幸きらり商店街（大槌
町大槌）

 2015 
きむらとしろうじんじん「野点」
リサーチ＆アーカイブ／ASTT事業

10.4 大槌北小福幸きらり商店街（大槌
町大槌）

 2016 
ぐるぐるミックス in 釜石／ASTT事業

この年からかまいしこども園での「ぐるぐる
ミックス in 釜石」がスタート。谷中のおかって
がコーディネートし、きむらとしろうじんじんさ
んと大西健太郎さんが講師を務め、川原さん
と上野さんが現場をサポート。

きむらとしろうじんじん「野点」 ／市民有志主催
10.3 大槌北小福幸きらり商店街（大槌

町大槌）

 これまで「野点」に関わった市民
有志がじんじんさんを招いて実
施。

 2017 
ぐるぐるミックス in 釜石／ASTT事業

10月の「ぐるぐるミックス」に阿部さんがボラ
ンティアスタッフとして参加。

きむらとしろうじんじん「野点」／市民有志主催
10.1 大槌北小幸福きらり商店街（大槌

町大槌）

 2018 
ぐるぐるミックス in 釜石／ASTT事業

12月、「ほやほや通信」編集長を務めること
になる小林が初訪問。

きむらとしろうじんじん「野点」／TETTO主催

9.30 大槌北小福幸きらり商店街（大槌
町大槌）

 ※台風のため、会場を大槌コミュ
ニティプレイスに変更

 2019 
ぐるぐるミックス in 釜石／ASTT事業

こども園の先生がプログラムの考案から実施
まで行う「プチぐる」を全クラスで実施。

ぐるぐるミックス in TETTO／TETTO主催

1.14 釜石市民ホールの阿部さんが企画
した「ぐるぐるミックスin TETTO」
を開催。スタッフには、これまでの
「野点」で出会った地域の方々や、
かまいしこども園の先生、地元の
高校生などが集まる。参加者には
釜石・大槌の子どもたちだけでな
く、盛岡から駆けつけた親子も。

きむらとしろうじんじん「野点」／市民有志主催
9.29 桜木町保健福祉会館（大槌町桜木

町）

 2020 
ぐるぐるミックス in 釜石／ASTT事業

新型コロナウイルスの影響で谷中のおかってと
じんじんさんの釜石来訪が適わず。全クラスで
の「プチぐる」とリモート版の「ぐるぐるミック
ス」を実施。「ほやほや通信」を発行。

ぐるぐるミックス in TETTO、
きむらとしろうじんじん「野点」／TETTO主催

釜石市民ホールの阿部さん企画。コロナ禍に
より次年度に延期。

対象：ぞう組（5歳児）　　講師：きむらとしろうじんじん / 大西健太郎
担任：小笠原みなみ先生 / 岩渕理紗子先生

新型コロナウイルスの影響で、今年度は東京から「ぐるぐるミックス」の講師やスタッフがこども園を訪れること
ができませんでしたが、2月の最終週にぞう組（5歳児）を対象にリモート版の「ぐるぐるミックス」を開催しまし
た。ホールのスクリーンに映し出されたじんじんさんとけんたろうさんとのやりとりに慣れるように、3日連続で異
なる小さなプログラムを実施しました。

裏に両面テープを貼った特製の画用紙にマーカーでお絵描きをし、
その部分をハサミで切り抜いて、自分だけのシールを作りました。い
ちご、うさぎ、熊、てんとう虫、アニメのキャラクター、似顔絵、♡マー
クなど、色とりどりのオリジナルシールができ、シールを友だちと交
換する子や、画面の向こうのけんたろうさんにプレゼントしてくれた
子もいました。

用意した2種類の太さの紙筒に、色のついたビニールテープを巻き
付けたり、昨日使ったシール用の画用紙の切れ端を利用して飾りを
付けたりして、オリジナルの探検グッズ「みるボー」を作りました。後
半は、けんたろうさんが東京から子どもたちに指令を出して、子ども
たちは園の中にある赤いものを見つけたり、職員室を探検しに行っ
たりして、その結果を画面越しに報告しました。

最終日は机と椅子を取り払い、ホールの
床全体を使って活動。長さの異なる2種
類の真っ白の帯紙を素材に、折ったり、
切ったり、つないだりして、心のおもむく
ままに遊びをくり広げました。完成形のな
いシンプルな作業だからこそ、手を動かし
ながら思いついたベクトルにどんどん方
向転換したり、まわりを巻き込んで発展さ
せたりすることができます。前日までより作業時間を長く確保したこともあり、子どもたち
も好きなだけ作業や遊びに没頭することができました。釜石市民ホールTETTOの阿部さ
んと大槌文化交流センターおしゃっちの生利さんが手伝いに来てくれたほか、途中で園長
先生や澤田先生も遊びに参加して、リモート開催を感じさせない「ぐるぐるミックス」らし
い自由でのびやかな遊びの風景が立ち現れました。

2021年２月24日（水）～26日（金）

 1日目  「自分シール」

 2日目  「みるボー」

 3日目  「帯紙あそび」

「ほやほや通信」03号いかがでしたでしょうか。今号では、東京都が公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツ

カウンシル東京と共催するArt Support Tohoku-Tokyo［東京都による芸術文化を活用した被災地支援事業］

（ASTT）をきっかけに生まれた、人々のつながりと地域での連携を紹介しました。ASTT事業としての通信の発行は

今回で終了しますが、これからもこのご縁を大切に、子どもたちの遊びの環境を第一に考えるかまいしこども園の

サポートを継続していきたいです。 「ほやほや通信」　編集長　小林英治

ほやほや通信
03

活動報告　リモート版 ぐるぐるミックス

編集後記

［年表］  ASTT（東京都による芸術文化を活用した被災地支援事業）をめぐる釜石・大槌との10年の歩み

「ほやほや通信」のバックナンバーが
こちらからご覧いただけます。

ほやほや通信 01 ほやほや通信 02

★ 関係者たちによる座談会（P 2-3）

 も合わせてお読みください。


